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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局が、複数のコンポーネントキャリア上で共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス空間を共有するために、前記基地局による通信のために割り当てられた複数
のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアをグループ化することと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセス構成
は、少なくとも、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
識別情報を含む、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で同じダウンリンクデータを送信す
ることと、
　前記送信することに応答して、前記基地局が、前記ダウンリンクデータが送信された前
記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまた
は複数上で前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信す
ることと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
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【請求項２】
　前記基地局が、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアを
使用して前記応答を送信することと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信することは、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記基地局が、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可ス
ペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信する
ことと
を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＨＡＲＱプロセス構成は、前記１つまたは複数のＵＥが前記ダウンリンクデータを
受信するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアにア
クセスするための優先度シーケンスをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　基地局が、複数のコンポーネントキャリア上で共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス空間を共有するために、前記基地局による通信のために割り当てられた複数
のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアをグループ化することと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセス構成
は、少なくとも、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
識別情報を含む、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で同じダウンリンクデータを送信す
ることと、
　前記送信することに応答して、前記基地局が、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連す
るＨＡＲＱプロセス応答情報を受信することと、
　全ＨＡＲＱプロセス空間を、前記複数のコンポーネントキャリアの各々のためのプライ
ベートＨＡＲＱプロセス空間と、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアによって共有される前記共通ＨＡＲＱプロセス空間とに分割することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項６】
　前記共通ＨＡＲＱプロセス空間が複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間を含み、ここにおい
て、前記複数のコンポーネントキャリアの各々が前記複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間の
うちの１つまたは複数に割り当てられる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、複数のコンポーネントキャリア上
で共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化
された、前記サービング基地局との通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキ
ャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情
報を受信することと、
　前記ＵＥが、前記識別情報の前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出することと、
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　前記検出することに応答して、前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそ
れ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して、
前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項８】
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記ダウンリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記送信することは、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送
信することと
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥにおいて前記サービング基地局から、前記ＵＥが前記ダウンリンクデータの受
信を検出するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
にアクセスするための優先度シーケンスを受信することをさらに含み、ここにおいて、受
信を前記検出することが、前記ダウンリンクデータを検出するために前記優先度シーケン
スに従って前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの
前記少なくとも１つにアクセスすることを含む、
請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記検出することの間に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記ダウンリンクデータを識
別すること
をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　基地局が、複数のコンポーネントキャリア上で共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス空間を共有するために、前記基地局による通信のために割り当てられた複数
のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアをグループ化するための手段と、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行するための手段と、
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセ
ス構成は、少なくとも、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャ
リアの識別情報を含む、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で同じダウンリンクデータを送信す
るための手段と、
　送信するための前記手段に応答して、前記基地局が、前記ダウンリンクデータが送信さ
れた前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１
つまたは複数上で前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を
受信するための手段と
を備える、装置。
【請求項１３】
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　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、複数のコンポーネントキャリア上
で共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化
された、前記サービング基地局との通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキ
ャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情
報を受信するための手段と、
　前記ＵＥが、前記識別情報の前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出するための手段
と、
　検出するための前記手段に応答して、前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つま
たはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用
して、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信するた
めの手段と
を備える、装置。
【請求項１４】
　プログラムコードを記録したコンピュータ可読記憶媒体であって、
　実行されるとき、コンピュータに請求項１から６または７から１１のうちのいずれかに
記載の方法を行わせるためのプログラムコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年８
月２３日に出願された「COMMON HARQ PROCESSES」と題する米国仮特許出願第６１／８６
９，４３２号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無認可
スペクトルを用いるロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標）：long term ev
olution）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）通信システムにおける複
数のキャリアにわたる共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic rep
eat request）プロセスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続（multiple-access）ネットワ
ークであり得る。通常、多元接続ネットワークである、そのようなネットワークは、利用
可能なネットワークリソースを共有することによって複数のユーザのための通信をサポー
トする。そのようなネットワークの一例はユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク
（ＵＴＲＡＮ：Universal Terrestrial Radio Access Network）である。ＵＴＲＡＮは、
第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partn
ership Project）によってサポートされる第３世代（３Ｇ）モバイルフォン技術である、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile
 Telecommunications System）の一部として定義された無線アクセスネットワーク（ＲＡ
Ｎ）である。多元接続ネットワークフォーマットの例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキ
ャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】



(5) JP 6553036 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局またはノードＢを含み得る。ＵＥは、ダウン
リンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リ
ンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）は
ＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信し得、および／
またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウンリンク上で
は、基地局からの送信は、ネイバー基地局からの送信、または他のワイヤレス無線周波数
（ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇することがある。アップリンク上では、ＵＥ
からの送信は、ネイバー基地局と通信する他のＵＥのアップリンク送信からの干渉、また
は他のワイヤレスＲＦ送信機からの干渉に遭遇することがある。この干渉は、ダウンリン
クとアップリンクの両方で性能を劣化させることがある。
【０００６】
　[0006]モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、より多
くのＵＥが長距離ワイヤレス通信ネットワークにアクセスし、より多くの短距離ワイヤレ
スシステムがコミュニティにおいて展開されて、干渉および輻輳ネットワークの可能性が
増大する。モバイルブロードバンドアクセスに対する増大する需要を満たすためだけでな
く、モバイル通信のユーザエクスペリエンスを進化および向上させるためにもＵＭＴＳ技
術を進化させる研究および開発が続けられている。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、基地局が、共通ハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために、基地局による通信のために割り
当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアをグループ化することと、基地局が、２つまたはそれ以上の無
認可スペクトルコンポーネントキャリアの各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ：clea
r channel access）検査を実行することと、基地局が、ＣＣＡ検査をクリアした２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウ
ンリンクデータを送信することと、送信することに応答して、基地局が、共通ＨＡＲＱプ
ロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信することと、ここにおいて、ＨＡ
ＲＱプロセス応答情報が、ダウンリンクデータが送信された２つまたはそれ以上の無認可
スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で受信される、を含む。
【０００８】
　[0008]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、ＵＥにおいてサービング基
地局から、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するためにグループ化された、サービング基
地局との通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたは
それ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、ＵＥ
が、識別情報の２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの
少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出することと、検出することに応答し
て、ＵＥがサービング基地局に、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネント
キャリアのうちの少なくとも１つを使用して、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡ
ＲＱプロセス応答情報を送信することとを含む。
【０００９】
　[0009]本開示の追加の態様では、ＵＥにおいてサービング基地局から、共通ＨＡＲＱプ
ロセス空間を共有するためにグループ化された、サービング基地局との通信のために割り
当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、ＵＥが、２つまたはそれ以上の
無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各々のＣＣＡ検査を実行することと、ＵＥが
、ＣＣＡ検査をクリアした２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリ
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アのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信することと、送信することに応
答して、ＵＥが、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信
することと、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、アップリンクデータが送信さ
れた２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは
複数上で受信される、を含むワイヤレス通信の方法。
【００１０】
　[0010]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、基地局が、共通ＨＡＲＱプ
ロセス空間を共有するために、基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポー
ネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
をグループ化することと、基地局が、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアのうちの少なくとも１つ上でＵＥからのアップリンクデータの受信を検出す
ることと、検出することに応答して、基地局がＵＥに、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連
するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することと、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答
情報は、アップリンクデータ受信がそれの上で検出された２つまたはそれ以上の無認可ス
ペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して送信される、を含む
。
【００１１】
　[0011]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、基地局が
、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するために、基地局による通信のために割り当てられ
た複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリアをグループ化するための手段と、基地局が、２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアの各々のＣＣＡ検査を実行するための手段と、基地
局が、ＣＣＡ検査をクリアした２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリンクデータを送信するための手段と、送信す
るための手段に応答して、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロ
セス応答情報を受信するための手段と、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、ダ
ウンリンクデータが送信された２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリアのうちの１つまたは複数上で受信される、を含む。
【００１２】
　[0012]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ＵＥにお
いてサービング基地局から、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するためにグループ化され
た、サービング基地局との通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの
うちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信
するための手段と、ＵＥが、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャ
リアの各々のＣＣＡ検査を実行するための手段と、ＵＥが、ＣＣＡ検査をクリアした２つ
またはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で
アップリンクデータを送信するための手段と、送信するための手段に応答して、ＵＥが、
共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信するための手段と
、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、アップリンクデータが送信された２つま
たはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で受
信される、を含む。
【００１３】
　[0013]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ＵＥにお
いてサービング基地局から、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するためにグループ化され
た、サービング基地局との通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの
うちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信
するための手段と、ＵＥが、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャ
リアの各々のＣＣＡ検査を実行するための手段と、ＵＥが、ＣＣＡ検査をクリアした２つ
またはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で
アップリンクデータを送信するための手段と、送信するための手段に応答して、ＵＥが、
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共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信するための手段と
、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、アップリンクデータが送信された２つま
たはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で受
信される、を含む。
【００１４】
　[0014]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、基地局が
、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するために、基地局による通信のために割り当てられ
た複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリアをグループ化するための手段と、基地局が、２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つ上でＵＥからのアップリン
クデータの受信を検出するための手段と、検出するための手段に応答して、基地局がＵＥ
に、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信するための手
段と、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報は、アップリンクデータ受信がそれの上
で検出された２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少
なくとも１つを使用して送信される、を含む。
【００１５】
　本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体
は、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するために、基地局による通信のために
割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペ
クトルコンポーネントキャリアをグループ化するをコンピュータに行わせるためのプログ
ラムコードと、基地局が、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリ
アの各々のＣＣＡ検査を実行するためのコードと、基地局が、ＣＣＡ検査をクリアした２
つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上
でダウンリンクデータを送信するためのコードと、送信するためのコードの実行に応答し
て、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信す
るためのコードと、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、ダウンリンクデータが
送信された２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つ
または複数上で受信される、を含む。
【００１６】
　[0015]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可
読媒体は、ＵＥにおいてサービング基地局から、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するた
めにグループ化された、サービング基地局との通信のために割り当てられた複数のコンポ
ーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリ
アの識別情報を受信するためのプログラムコードと、ＵＥが、識別情報の２つまたはそれ
以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリン
クデータの受信を検出するためのコードと、検出するためのコードの実行に応答して、Ｕ
Ｅがサービング基地局に、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリ
アのうちの少なくとも１つを使用して、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプ
ロセス応答情報を送信するためのコードとを含む。
【００１７】
　[0016]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可
読媒体は、ＵＥにおいてサービング基地局から、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するた
めにグループ化された、サービング基地局との通信のために割り当てられた複数のコンポ
ーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリ
アの識別情報を受信するためのプログラムコードと、ＵＥが、２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアの各々のＣＣＡ検査を実行するためのコードと、Ｕ
Ｅが、ＣＣＡ検査をクリアした２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信するためのコードと、送信
するためのコードの実行に応答して、ＵＥが、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡ
ＲＱプロセス応答情報を受信するためのコードと、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答
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情報が、アップリンクデータが送信された２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で受信される、を含む。
【００１８】
　[0017]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可
読媒体は、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するために、基地局による通信の
ために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化するためのプログラムコードと、基地
局が、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくと
も１つ上でＵＥからのアップリンクデータの受信を検出するためのコードと、検出するた
めのコードの実行に応答して、基地局がＵＥに、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨ
ＡＲＱプロセス応答情報を送信するためのコードと、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応
答情報は、アップリンクデータ受信がそれの上で検出された２つまたはそれ以上の無認可
スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して送信される、を含
む。
【００１９】
　[0018]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共
有するために、基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリア
のうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化す
ることと、基地局が、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のＣＣＡ検査を実行することと、基地局が、ＣＣＡ検査をクリアした２つまたはそれ
以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリン
クデータを送信することと、送信するための少なくとも１つのプロセッサの構成の実行に
応答して、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を
受信することと、ここにおいて、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、ダウンリンクデータが送
信された２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つま
たは複数上で受信される、を行うように構成される。
【００２０】
　[0019]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥにおいてサービング基地局から、共通
ＨＡＲＱプロセス空間を共有するためにグループ化された、サービング基地局との通信の
ために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、ＵＥが、識別情報の
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つ
上でダウンリンクデータの受信を検出することと、検出するための少なくとも１つのプロ
セッサの構成の実行に応答して、ＵＥがサービング基地局に、２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して、共通ＨＡＲＱ
プロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することとを行うように構成さ
れる。
【００２１】
　[0020]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥにおいてサービング基地局から、共通
ＨＡＲＱプロセス空間を共有するためにグループ化された、サービング基地局との通信の
ために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上の無認
可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、ＵＥが、２つまたは
それ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各々のＣＣＡ検査を実行するため
のコードと、ＵＥが、ＣＣＡ検査をクリアした２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコ
ンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信することと
、送信するための少なくとも１つのプロセッサの構成の実行に応答して、ＵＥが、共通Ｈ
ＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信することと、ここにおい
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て、ＨＡＲＱプロセス応答情報が、アップリンクデータが送信された２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で受信される、を
行うように構成される。
【００２２】
　[0021]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、基地局が、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共
有するために、基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリア
のうちの２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化す
ることと、基地局が、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
うちの少なくとも１つ上でＵＥからのアップリンクデータの受信を検出することと、検出
するための少なくとも１つのプロセッサの構成の実行に応答して、基地局がＵＥに、共通
ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することと、ここにお
いて、ＨＡＲＱプロセス応答情報は、アップリンクデータ受信がそれの上で検出された２
つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを
使用して送信される、を行うように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0022]様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２Ａ】[0023]様々な実施形態による、無認可スペクトル中でＬＴＥを使用するための
展開シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】[0024]様々な実施形態による、無認可スペクトル中でＬＴＥを使用するための
展開シナリオの別の例を示す図。
【図３】[0025]様々な実施形態による、認可および無認可スペクトル中でＬＴＥをコンカ
レントに使用するときのキャリアアグリゲーションの一例を示す図。
【図４】[0026]本開示の一態様に従って構成された、基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を
概念的に示すブロック図。
【図５Ａ】[0027]既存のＬＴＥシステムにおいて使用され得る例示的なＭＡＣレイヤアグ
リゲーションを示すブロック図。
【図５Ｂ】[0028]本開示の一態様に従って構成された、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ展開に適用可能であり得る例示的なＰＨＹレイヤアグリゲーションを示すブ
ロック図。
【図６】[0029]本開示の一態様に従って構成された、混合認可／無認可ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ通信システムにおける時分割複信（ＴＤＤ）キャリア送信ストリームを示すブロック図
。
【図７Ａ】[0030]ダウンリンク送信の観点からの、本開示の一態様を実装するために実行
される例示的なブロックを示す機能ブロック図。
【図７Ｂ】ダウンリンク送信の観点からの、本開示の一態様を実装するために実行される
例示的なブロックを示す機能ブロック図。
【図８Ａ】[0031]アップリンク送信の観点からの、本開示の一態様を実装するために実行
される例示的なブロックを示す機能ブロック図。
【図８Ｂ】アップリンク送信の観点からの、本開示の一態様を実装するために実行される
例示的なブロックを示す機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0032]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本開示の範囲を限定するものではない。そうではなく、発明を実施する
ための形態は、本発明の主題の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。これらの
具体的な詳細は、あらゆる場合において必要とされるとは限らないことと、いくつかの事
例では、よく知られている構造および構成要素は提示を明快にするためにブロック図の形
式で示されることとが当業者には明らかであろう。
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【００２５】
　[0033]事業者は、これまで、セルラーネットワークにおける輻輳の常に増加するレベル
を軽減するために無認可スペクトルを使用するための主要な機構としてＷｉＦｉ（登録商
標）を見てきた。しかしながら、無認可スペクトル中のＬＴＥに基づくニューキャリアタ
イプ（ＮＣＴ：new carrier type）はキャリアグレードＷｉＦｉに適合し得るので、無認
可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡがＷｉＦｉの代替になる。無認可スペクトルを
用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＬＴＥ概念を活用し得、無認可スペクトル中での効率的な
動作を可能にすることと、規制要件を満たすこととのために、ネットワークまたはネット
ワークデバイスの物理レイヤ（ＰＨＹ）およびメディアアクセス制御（ＭＡＣ）態様にい
くつかの変更を導入し得る。無認可スペクトルは、たとえば、６００メガヘルツ（ＭＨｚ
）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）までにわたり得る。いくつかのシナリオでは、無認可スペ
クトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡはＷｉＦｉよりも著しく良好に機能し得る。たとえば
、（単一または複数の事業者のための）無認可スペクトルを用いる全ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
展開は、全ＷｉＦｉ展開と比較されたとき、または高密度スモールセル展開があるとき、
無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡはＷｉＦｉよりも著しく良好に機能し得る
。無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａが（単一または複数の事業者のために）ＷｉＦｉと混合されるときなどの、他
のシナリオにおいてＷｉＦｉよりも良好に機能し得る。
【００２６】
　[0034]単一のサービスプロバイダ（ＳＰ）の場合、無認可スペクトル上のＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークは、認可スペクトル上のＬＴＥネットワークと同期しているように構
成され得る。しかしながら、複数のＳＰによって所与のチャネル上で展開される無認可ス
ペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、複数のＳＰにわたって同期してい
るように構成され得る。上記の特徴の両方を組み込むための１つの手法は、所与のＳＰの
ために、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと、無認可スペクトルを用いない
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとの間で一定のタイミングオフセットを使用することを伴い得る。無
認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＳＰの必要に従ってユニキ
ャストおよび／またはマルチキャストサービスを与え得る。その上、無認可スペクトルを
用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＬＴＥセルが、アンカーとして働き、関連す
るセル情報（たとえば、無線フレームタイミング、共通チャネル構成、システムフレーム
番号またはＳＦＮなど）を与える、ブートストラップモードで動作し得る。このモードで
は、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと、無認可スペクトルを用いないＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａとの間に緊密な相互作用があり得る。たとえば、ブートストラップモード
は、上記で説明した補足ダウンリンク（supplemental downlink）モードとキャリアアグ
リゲーションモードとをサポートし得る。無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
ネットワークのＰＨＹ－ＭＡＣレイヤは、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
ネットワークが、無認可スペクトルを用いないＬＴＥネットワークとは無関係に動作する
、スタンドアロンモードで動作し得る。この場合、たとえば、無認可スペクトルを用いる
および用いないコロケートされた(co-located)ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡセルとのＲＬＣレベル
アグリゲーション、または複数のセルおよび／または基地局にわたるマルチフローに基づ
いて、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと、無認可スペクトルを用いないＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａとの間に緩い相互作用があり得る。
【００２７】
　[0035]本明細書で説明する技法は、ＬＴＥに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭ
Ａ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信シス
テムのためにも使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しば
しば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波
無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装
し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を
カバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、
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１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　
１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ば
れる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変
形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商
標）：Global System for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦ
ＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband
）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆ
ｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲ
Ａは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である
。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳ
の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、お
よびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体か
らの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する
団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび無
線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただし、以下の説
明では、例としてＬＴＥシステムについて説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用
語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【００２８】
　[0036]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
た範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実
施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば
、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、
省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴は、
他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２９】
　[0037]最初に図１を参照すると、図はワイヤレス通信システムまたはネットワーク１０
０の一例を示している。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイ
ス１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコ
アネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示
せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリン
ク１３２を介してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信
し得る。実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり
得るバックホールリンク１３４を介して互いと直接または間接的に通信し得る。システム
１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マ
ルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することができる。
たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調されたマ
ルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報
（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し
得る。
【００３０】
　[0038]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的エリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トランシーバ
局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ：
basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、ノード
Ｂ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好
適な用語で呼ばれることがある。基地局のためのカバレージエリア１１０は、カバレージ
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エリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。システム１００は、
異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／また
はピコ基地局）を含み得る。異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得る。
【００３１】
　[0039]いくつかの実施形態では、システム１００は、無認可スペクトル上での１つまた
は複数の通信動作モードまたは展開シナリオをサポートするＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークである。他の実施形態では、システム１００は、無認可スペクトルと、無認可スペク
トルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術とを使用して、または認可スペ
クトルと、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術とを使用して、ワイヤレス通信を
サポートし得る。発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）およびユーザ機器（ＵＥ）
という用語は、概して、それぞれ基地局１０５およびデバイス１１５を表すために使用さ
れ得る。システム１００は、異なるタイプのｅＮＢがその中で様々な地理的領域にカバレ
ージを与える、無認可スペクトルを用いるおよび用いない異種（Heterogeneous）ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコ
セル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。ピ
コセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルなどのスモールセルは低電力ノ
ードまたはＬＰＮを含み得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たと
えば、半径数キロメートル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネットワー
クプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的小さい地
理的エリアをカバーすることになり、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプ
ロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、概して、比較的小
さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて
、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed
 subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアク
セスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある
。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのた
めのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つ
または複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００３２】
　[0040]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２を介して（
たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いと通信し得る。
システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅＮＢ
は同様のフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅ
ＮＢからの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフ
レームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの
送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非
同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３３】
　[0041]ＵＥ１１５はシステム１００全体にわたって分散され、各ＵＥは固定されている
ことがあり得、または移動可能であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加
入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、
モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハン
ドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの
他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレ
ットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカル
ループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮ
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Ｂ、リレーなどと通信することが可能であり得る。
【００３４】
　[0042]システム１００中に示された通信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５から
基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からモバイル
デバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リ
ンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることも
ある。ダウンリンク送信は、認可スペクトル、無認可スペクトル、またはその両方を使用
して行われ得る。同様に、アップリンク送信は、認可スペクトル、無認可スペクトル、ま
たはその両方を使用して行われ得る。
【００３５】
　[0043]システム１００のいくつかの実施形態では、認可スペクトル中のＬＴＥダウンリ
ンク容量が無認可スペクトルにオフロードされ得る補足ダウンリンク（ＳＤＬ）モードと
、ＬＴＥダウンリンク容量とＬＴＥアップリンク容量の両方が認可スペクトルから無認可
スペクトルにオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、基地局（たとえば
、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンクおよびアップリンク通信が無認可スペクト
ル中で行われ得るスタンドアロンモードとを含む、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａのための様々な展開シナリオがサポートされ得る。基地局１０５ならびにＵＥ１
１５は、これらまたは同様の動作モードのうちの１つまたは複数をサポートし得る。無認
可スペクトル中のＬＴＥダウンリンク送信のために通信リンク１２５中でＯＦＤＭＡ通信
信号が使用され得、無認可スペクトル中のＬＴＥアップリンク送信のために通信リンク１
２５中でＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号が使用され得る。システム１００などのシステムにおけ
る、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開シナリオまたは動作モードの実装
形態に関するさらなる詳細、ならびに無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動
作に関係する他の特徴および機能を、図２Ａ～図８Ｂを参照しながら以下で与える。
【００３６】
　[0044]次に図２Ａを参照すると、図２００は、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－ＡをサポートするＬＴＥネットワークのための補足ダウンリンクモードおよびキャリ
アアグリゲーションモードの例を示している。図２００は図１のシステム１００の部分の
一例であり得る。その上、基地局１０５－ａは図１の基地局１０５の例であり得、ＵＥ１
１５－ａは図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００３７】
　[0045]図２００における補足ダウンリンクモードの例では、基地局１０５－ａは、ダウ
ンリンク２０５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得る。ダウンリ
ンク２０５は無認可スペクトル中の周波数Ｆ１に関連する。基地局１０５－ａは、双方向
リンク２１０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双方向リ
ンク２１０を使用してＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向
リンク２１０は認可スペクトル中の周波数Ｆ４に関連する。無認可スペクトル中のダウン
リンク２０５と認可スペクトル中の双方向リンク２１０とはコンカレントに動作し得る。
ダウンリンク２０５はダウンリンク容量オフロードを基地局１０５－ａに与え得る。いく
つかの実施形態では、ダウンリンク２０５は、ユニキャストサービス（たとえば、１つの
ＵＥにアドレス指定される）サービスのために、またはマルチキャストサービス（たとえ
ば、いくつかのＵＥにアドレス指定される）のために使用され得る。このシナリオは、認
可スペクトルを使用し、および、トラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を
軽減する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、旧来のモバイルネットワー
ク事業者またはＭＮＯ）に関して発生し得る。
【００３８】
　[0046]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例では、基地局１０５－
ａは、双方向リンク２１５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、
双方向リンク２１５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し
得る。双方向リンク２１５は無認可スペクトル中の周波数Ｆ１に関連する。基地局１０５
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－ａはまた、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を
送信し得、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信
号を受信し得る。双方向リンク２２０は認可スペクトル中の周波数Ｆ２に関連する。双方
向リンク２１５はダウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを基地局１０５－ａに
与え得る。上記で説明した補足ダウンリンクのように、このシナリオは、認可スペクトル
を使用し、および、トラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を軽減する必要
がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）に関して発生し得る。
【００３９】
　[0047]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１０５
－ａは、双方向リンク２２５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得
、双方向リンク２２５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信
し得る。双方向リンク２２５は無認可スペクトル中の周波数Ｆ３に関連する。基地局１０
５－ａはまた、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号
を送信し得、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信
信号を受信し得る。双方向リンク２３０は認可スペクトル中の周波数Ｆ２に関連する。双
方向リンク２２５はダウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを基地局１０５－ａ
に与え得る。この例および上記で与えた例は説明の目的で提示され、容量オフロードのた
めに、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと、無認可スペクトルを用いないＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａとを組み合わせる他の同様の動作モードまたは展開シナリオがあり得る
。
【００４０】
　[0048]上記で説明したように、無認可帯域中でＬＴＥを使用することによって提供され
る容量オフロードから恩恵を受け得る一般的なサービスプロバイダは、ＬＴＥスペクトル
を用いる旧来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダの場合、動作構成は、認可ス
ペクトル上のＬＴＥ　１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ：primary component carrie
r）と無認可スペクトル上の２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ：secondary component
 carrier）とを使用するブートストラップモード（たとえば、補足ダウンリンク、キャリ
アアグリゲーション）を含み得る。
【００４１】
　[0049]補足ダウンリンクモードでは、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの
ための制御はＬＴＥアップリンク（たとえば、双方向リンク２１０のアップリンク部分）
上でトランスポートされ得る。ダウンリンク容量オフロードを与える理由の１つは、デー
タ需要が大部分はダウンリンク消費によって引き起こされるからである。その上、このモ
ードでは、ＵＥが無認可スペクトル中で送信していないので、規制上の影響がないことが
ある。ＵＥ上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-talk）またはキャリア
検知多重アクセス（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access）要件を実装する必要は
ない。しかしながら、ＬＢＴは、たとえば、周期（たとえば、１０ミリ秒ごとの）クリア
チャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）および／または無線フレー
ム境界に整合された把持および放棄（grab-and-relinquish）機構を使用することによっ
て、基地局（たとえば、ｅＮＢ）上で実装され得る。ＣＣＡプロシージャは、基地局よっ
て実行されるのか送信ＵＥによって実行されるのかにかかわらず、チャネルが現在占有さ
れているか否かを発見するための様々な異なるプロセスを含み得る。たとえば、ＣＣＡ検
査は、所定のしきい値に対するエネルギーレベルの単純な検出を含み得る。ＣＣＡ検査は
、検出信号を実際の送信信号に相関させることを試みる追加のプロシージャをも含み得る
か、あるいは複数のスロットにわたる追加の検出、または異なる検出プロシージャの任意
の組合せを実行し得る。本出願では、ＣＣＡプロシージャは、特定のチャネル上の送信信
号の存在を検出する様々なプロシージャを含む。
【００４２】
　[0050]キャリアアグリゲーションモードでは、ＬＴＥ（たとえば、双方向リンク２１０
、２２０、および２３０）においてデータおよび制御が通信され得、無認可スペクトルを
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用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ（たとえば、双方向リンク２１５および２２５）においてデー
タが通信され得る。無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用するときにサポ
ートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信
（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポーネントキャリアにわたる
異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに該当し得る。
【００４３】
　[0051]図２Ｂに、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのためのスタンドアロ
ンモードの一例を示す図２００－ａを示す。図２００－ａは図１のシステム１００の部分
の一例であり得る。その上、基地局１０５－ｂは、図１の基地局１０５および図２Ａの基
地局１０５－ａの例であり得、ＵＥ１１５－ｂは、図１のＵＥ１１５および図２ＡのＵＥ
１１５－ａの例であり得る。
【００４４】
　[0052]図２００－ａにおけるスタンドアロンモードの例では、基地局１０５－ｂは、双
方向リンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双方向リ
ンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向
リンク２４０は、図２Ａに関して上記で説明した無認可スペクトル中の周波数Ｆ３に関連
する。スタンドアロンモードは、スタジアム内アクセス（たとえば、ユニキャスト、マル
チキャスト）など、非旧来型ワイヤレスアクセスシナリオにおいて使用され得る。この動
作モードのための一般的なサービスプロバイダは、スタジアム所有者、ケーブル会社、イ
ベント主催者、ホテル、企業、および認可スペクトルを有しない大企業であり得る。これ
らのサービスプロバイダの場合、スタンドアロンモードのための動作構成は無認可スペク
トル上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＰＣＣを使用し得る。その上、ＬＢＴが基地局とＵＥの両
方上で実装され得る。
【００４５】
　[0053]次に図３を参照すると、図３００は、様々な実施形態による、認可および無認可
スペクトル中でＬＴＥをコンカレントに使用するときのキャリアアグリゲーションの一例
を示している。図３００におけるキャリアアグリゲーション方式は、図２Ａに関して上記
で説明したハイブリッドＦＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに対応し得る。このタ
イプのキャリアアグリゲーションは、図１のシステム１００の少なくとも一部分において
使用され得る。その上、このタイプのキャリアアグリゲーションは、それぞれ図１および
図２Ａの基地局１０５および１０５－ａにおいて、および／またはそれぞれ図１および図
２ＡのＵＥ１１５および１１５－ａにおいて使用され得る。
【００４６】
　[0054]この例では、ＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）がダウンリンクにおいてＬＴＥに関して
実行され得、第１のＴＤＤ（ＴＤＤ１）が、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａに関して実行され得、第２のＴＤＤ（ＴＤＤ２）がＬＴＥに関して実行され得、別のＦ
ＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）がアップリンクにおいてＬＴＥに関して実行され得る。ＴＤＤ１
は６：４のＤＬ：ＵＬ比を生じ、ＴＤＤ２についての比は７：３である。時間スケール上
で、異なる有効ＤＬ：ＵＬ比は、３：１、１：３、２：２、３：１、２：２、および３：
１である。この例は説明の目的で提示され、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａの動作と、無認可スペクトルを用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動作とを組み合わせる他
のキャリアアグリゲーション方式があり得る。
【００４７】
　[0055]図４に、図１中の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１０５
および図１中のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１１５の設計のブロック図を示す。ｅＮ
Ｂ１０５はアンテナ４３４ａ～４３４ｔを装備し得、ＵＥ１１５はアンテナ４５２ａ～４
５２ｒを装備し得る。ｅＮＢ１０５において、送信プロセッサ４２０が、データソース４
１２からデータを受信し、コントローラ／プロセッサ４４０から制御情報を受信し得る。
制御情報は、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel）
、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control forma
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t indicator channel）、物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（ＰＨＩ
ＣＨ：physical hybrid automatic repeat request indicator channel）、物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）などのためのも
のであり得る。データは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlin
k shared channel）などのためのものであり得る。送信プロセッサ４２０は、データシン
ボルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（たと
えば、符号化およびシンボルマッピング）し得る。送信プロセッサ４２０はまた、たとえ
ば、１次同期信号（ＰＳＳ：primary synchronization signal）、２次同期信号（ＳＳＳ
：secondary synchronization signal）、およびセル固有基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０が、適用可能な
場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（
たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）
４３２ａ～４３２ｔに与え得る。各変調器４３２は、出力サンプルストリームを取得する
ために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理
し得る。各変調器４３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルス
トリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコン
バート）し得る。変調器４３２ａ～４３２ｔからのダウンリンク信号は、それぞれアンテ
ナ４３４ａ～４３４ｔを介して送信され得る。
【００４８】
　[0056]ＵＥ１１５において、アンテナ４５２ａ～４５２ｒが、ｅＮＢ１０５からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ～４５４ｒに
与え得る。各復調器４５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を調
整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。各
復調器４５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのた
めに）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器４５６が、すべての復調器４５４ａ～
４５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検
出を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ４５８が、検出シンボルを
処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１１５のための復号さ
れたデータをデータシンク４６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッ
サ４８０に与え得る。
【００４９】
　[0057]アップリンク上では、ＵＥ１１５において、送信プロセッサ４６４が、データソ
ース４６２から（たとえば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical upl
ink shared channel）のための）データを受信し、処理し得、コントローラ／プロセッサ
４８０から（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink 
control channel）のための）制御情報を受信し、処理し得る。送信プロセッサ４６４は
また、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ４６４からのシンボ
ルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によってプリコーディングされ
、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器４５４ａ～４５４ｒによって処
理され、ｅＮＢ１０５に送信され得る。ｅＮＢ１０５において、ＵＥ１１５からのアップ
リンク信号は、アンテナ４３４によって受信され、復調器４３２によって処理され、適用
可能な場合はＭＩＭＯ検出器４３６によって検出され、ＵＥ１１５によって送られた復号
されたデータと制御情報とを取得するために、受信プロセッサ４３８によってさらに処理
され得る。プロセッサ４３８は、復号されたデータをデータシンク４３９に与え、復号さ
れた制御情報をコントローラ／プロセッサ４４０に与え得る。
【００５０】
　[0058]コントローラ／プロセッサ４４０および４８０は、それぞれｅＮＢ１０５におけ
る動作およびＵＥ１１５における動作を指示し得る。ｅＮＢ１０５におけるコントローラ
／プロセッサ４４０ならびに／あるいは他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で
説明する技法のための様々なプロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ
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１１５におけるコントローラ／プロセッサ４８０ならびに／あるいは他のプロセッサおよ
びモジュールはまた、図７Ａ、図７Ｂ、図８Ａ、および図８Ｂに示す機能ブロック、およ
び／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するか、またはその実行
を指示し得る。メモリ４４２および４８２は、それぞれｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５の
ためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ４４４は、ダウンリン
クおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジューリングし得る
。
【００５１】
　[0059]無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用する通信のためのワイヤレ
ス技術の実装形態では、効率的に、現在のＬＴＥ規格からの変更をできる限り少なくして
、無認可帯域上でのＬＴＥ動作に対応するために、様々な適応が望ましいことがある。た
とえば、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開の無認可スペクトル上でのチ
ャネルアクセスは保証されないので、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの
ための対応が望ましいことがある。
【００５２】
　[0060]現在のＬＴＥシステムでは、各コンポーネントキャリア（ＣＣ）は、独立ＨＡＲ
Ｑプロセスを有し、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤデータアグリゲーションを使
用する。図５Ａは、既存のＬＴＥシステムにおいて使用され得る例示的なＭＡＣレイヤア
グリゲーション５０を示すブロック図である。ＭＡＣレイヤアグリゲーション５０は、デ
ータアグリゲーション５００においてアグリゲートされたデータを、コンポーネントキャ
リア１－５０１～３－５０３に関連する処理チェーンごとの別々のＭＡＣレイヤにスプリ
ットし、チェーンごとの独立ＨＡＲＱプロセスを採用する。ＭＡＣレイヤは同じデータを
複数のＣＣ上に潜在的に割り当てることができるが、各ＣＣ上で送信されるデータは一般
に異なる。この動作はｅＮＢおよびＵＥの物理（ＰＨＹ）レイヤに対して透過的である。
独立プロセスと、異なるＣＣ上で送信される別々のデータとのために、異なるＣＣ間での
ＨＡＲＱ合成は可能にされない。したがって、各ＣＣ上の共通データのための再送信は互
いから独立していることになる。ＭＡＣレイヤはまた、取得された重複データを廃棄する
ことになる。
【００５３】
　[0061]無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開では、クリアチャネルアセス
メント（ＣＣＡ）がＣＣごとに独立して実行される。無認可スペクトル上でのチャネルア
クセスは保証されないので、いくつかのＣＣはチャネルアクセスを取得し得るが、他のＣ
Ｃは取得しない。ＣＣＡが失敗するたびに、送信はそのＣＣ上で１０ｍｓの間遅延される
。したがって、ＭＡＣレイヤが複数のＣＣ上にデータを明示的に複製しない限り、無認可
スペクトル上でのデータのパケットの送信に著しい遅延があることがある。遅延は、いく
つかのアドホック通信アプリケーションでは許容できることがあるが、リアルタイム音声
およびビデオ、ネットワーク化されたゲームなど、遅延敏感アプリケーションでは、その
ような遅延は許容できない。
【００５４】
　[0062]本開示の様々な態様は、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開の無
認可スペクトル上での通信におけるレイテンシを低減するために、ＣＣ間でＨＡＲＱプロ
セス空間を共有することを提供する。図５Ｂは、本開示の一態様に従って構成された、無
認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開に適用可能な例示的なＰＨＹレイヤアグ
リゲーション５１を示すブロック図である。ＰＨＹレイヤアグリゲーション５１は、デー
タアグリゲーション５０５によるＰＨＹレイヤにおけるアグリゲートされたデータを、コ
ンポーネントキャリア１－５０６～３－５０８のための各個別の処理チェーンにスプリッ
トする。ＰＨＹレイヤにおけるこのスプリットは、コンポーネントキャリア１－５０１～
３－５０３にわたって共有され得るＭＡＣレイヤＨＡＲＱ５０４における共通ＨＡＲＱプ
ロセスを可能にする。本開示の様々な態様は複数のＣＣ上での同じデータの送信を必要と
しないが、共通ＨＡＲＱ空間は複数のＣＣ上での同じデータのそのような送信を効率的に
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サポートする。複数のＣＣ上で共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有することはまた、同じデ
ータが、複数のＣＣ上で送信されるのか、共通ＨＡＲＱ空間を共有する異なるＣＣ上で再
送信されるのかにかかわらず、ソフト合成機能を可能にし得、これは、バースト的干渉シ
ナリオにおいて信頼性を著しく改善する能力を有する。
【００５５】
　[0063]ＰＨＹレイヤアグリゲーション５１は、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ展開における共有または共通ＨＡＲＱプロセスの実装のための１つの例示的な構成
にすぎないことに留意されたい。共有ＨＡＲＱプロセスを与える他の構成があり得、ＰＨ
Ｙレイヤアグリゲーション５１を含むそのような共有プロセス構成はＣＣの第１のセット
に適用され得、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開における他のＣＣは、
図５ＡのＭＡＣレイヤアグリゲーション５０に関して示されたような独立ＨＡＲＱプロセ
スを採用し得る。
【００５６】
　[0064]図６は、本開示の一態様に従って構成された、無認可スペクトルを用いる混合認
可／無認可ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システム６０における時分割複信（ＴＤＤ）キャリア
送信ストリームを示すブロック図である。混合認可／無認可ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信シス
テム６０は、認可キャリア６００と、複数の無認可キャリア、無認可コンポーネントキャ
リア１－６０１および無認可コンポーネントキャリア２－６０２とを有する無認可スペク
トル通信を用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡのＳＤＬまたはＣＡ展開を含み得る。認可キャリア
６００上で行われる送信は保証される。したがって、ダウンリンクサブフレーム６０３に
おいて、ｅＮＢは、ＵＥによって正確に受信されないダウンリンク信号をＵＥに送信する
。したがって、ＵＥは、４サブフレーム後にアップリンクサブフレーム６０５中でＮＡＣ
Ｋ６０４を送信する。ＮＡＣＫ信号に応答して、ｅＮＢは、ダウンリンクサブフレーム６
０６においてＵＥにダウンリンク信号を再送信する。この再送信によって、ＵＥは、信号
を正確に受信し、アップリンクサブフレーム６０８においてＡＣＫ信号６０７を送る。認
可キャリア６００上で、ｅＮＢおよびＵＥによるこれらの送信は保証される。したがって
、送信が利用不可能であることに基づく追加のレイテンシはないであろう。
【００５７】
　[0065]別のデータのセットは、無認可ＣＣ、無認可コンポーネントキャリア１－６０１
および無認可コンポーネントキャリア２－６０２上でｅＮＢによってＵＥに送信される。
無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開において無認可スペクトル上で送信す
る前に、送信機は最初にＣＣＡ検査を実行する。送信機がクリアなＣＣＡを検出した場合
、送信機は次の１０ｍｓにわたって送信を進め得る。しかしながら、ＣＣＡ検査が失敗し
た場合、送信は１０ｍｓの間遅延される。たとえば、ｅＮＢは、無認可コンポーネントキ
ャリア１－６０１上でダウンリンクサブフレーム６０９においてＵＥにダウンリンク信号
を送信する。ＵＥは、信号を正確に受信せず、したがって、アップリンクサブフレーム６
１１中でｅＮＢにＮＡＣＫ６１０を送信する。ＮＡＣＫ６１０に応答して、ｅＮＢは、無
認可コンポーネントキャリア１－６０１上でのダウンリンク信号の再送信の準備をする。
しかしながら、サブフレーム６１２において、ＣＣＡ検査が失敗し、無認可コンポーネン
トキャリア１－６１０上の送信は１０ｍｓの間遅延される。したがって、ｅＮＢは、ＮＡ
ＣＫ６１０がそれについて受信されたダウンリンク信号を再送信することが不可能であろ
う。
【００５８】
　[0066]混合認可／無認可ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システム６０が、複数のＣＣにわたっ
て共有される共通ＨＡＲＱプロセスを与えるように構成されなかった場合、失敗したパケ
ットの再送信は大幅に遅延されることになり、これは、遅延敏感アプリケーションの許容
できない劣化を引き起こすであろう。しかしながら、共通ＨＡＲＱ処理では、無認可コン
ポーネントキャリア１－６０１と無認可コンポーネントキャリア２－６０２の両方上で同
じ再送信データが送信のために試みられる。ｅＮＢは、サブフレーム６１３において無認
可コンポーネントキャリア２－６０２に関して成功したＣＣＡ検査を実行する。したがっ
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て、再送信のためのデータは、ダウンリンクサブフレーム６１４中でｅＮＢによって正常
に送信される。ＵＥは、再送信されたデータを正常に受信し、アップリンクサブフレーム
６１６においてＡＣＫ６１５を送信する。したがって、無認可コンポーネントキャリア１
－６０１と無認可コンポーネントキャリア２－６０２の両方にわたる共通ＨＡＲＱプロセ
スを与えることによって、無認可コンポーネントキャリア１－６０１についてＣＣＡ検査
が失敗したときに再送信遅延が回避される。
【００５９】
　[0067]図６に示されたキャリア送信ストリームはまた、複数のＣＣにわたる共通ＨＡＲ
Ｑプロセス空間の共有を提供する様々な態様において経験され得るシグナリングおよび増
加した信頼性の例を与え得る。ＵＥが、ＣＣのどのグループが共通ＨＡＲＱ空間を共有す
るかを知るために、サービング基地局は、共通ＨＡＲＱ空間を共有するＣＣのグループだ
けでなく、ＵＥが、送信されたデータを検出するために各ＣＣにアクセスするために使用
すべき優先度シーケンスをも定義する無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource contr
ol）シグナリングを通してなどの、シグナリングを与える。たとえば、図６を参照すると
、ダウンリンクサブフレーム６１７において、基地局は、無認可コンポーネントキャリア
１－６０１および無認可コンポーネントキャリア２－６０２を、共通ＨＡＲＱプロセス空
間を共有するＣＣのセットであるものとして識別するＲＲＣシグナリングを与える。その
上、ＲＲＣシグナリングは、万一ＵＥが無認可コンポーネントキャリア１－６０１上でデ
ータを検出することができない場合、ＵＥが、ダウンリンクデータのために最初に無認可
コンポーネントキャリア１－６０１にアクセスしてから、無認可コンポーネントキャリア
２－６０２にアクセスすることを可能にする。
【００６０】
　[0068]本開示の様々な態様では、基地局が、アクセスを共有すべきＣＣの様々なグルー
プを指定し得る、複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間が指定され得ることに留意されたい。
利用可能なＣＣの各々は、そのような異なる共通ＨＡＲＱプロセス空間のうちの複数に割
り当てられ得る。
【００６１】
　[0069]この優先度シーケンスを使用して、ＵＥは、無認可コンポーネントキャリア１－
６０１のサブフレーム６０９においてダウンリンクデータについて検査してから、無認可
コンポーネントキャリア２－６０２を検査する。サブフレーム６１２においてＣＣＡ検査
が失敗したとき、ＵＥは、ダウンリンクデータが無認可コンポーネントキャリア２－６０
２のサブフレーム６１４において受信されたかどうかを検出することに移る。ダウンリン
クデータは、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有する無認可コンポーネントキャリア１－６
０１と無認可コンポーネントキャリア２－６０２の両方、ならびに認可キャリア６０１上
で送信されているので、サブフレーム６１４におけるダウンリンクデータの成功した受信
は、信号がダウンリンクサブフレーム６１４からのみ認識されたので、成功していないこ
とがある。代わりに、ＵＥは、ダウンリンクデータを正常に受信するために、不成功のダ
ウンリンクサブフレーム６０３と不成功のダウンリンクサブフレーム６０９の両方中で受
信されたデータと、サブフレーム６１４中で受信されたデータとを組み合わせるソフト合
成を使用し得る。ソフト合成を使用して、ＵＥは、送信されたデータを復号する統計的に
より良い見込みを有し得る。
【００６２】
　[0070]複数のＣＣにわたる共有ＨＡＲＱプロセスを提供する本開示の様々な態様は、さ
もなければ、無認可スペクトルを使用して利用不可能であったであろう、いくつかの動作
の実装を可能にし得る。たとえば、半永続的スケジューリング（ＳＰＳ：semi-persisten
t scheduling）は、データが周期的に到着する、ボイスオーバーインターネットプロトコ
ル（ＶｏＩＰ）のような、サービスのためにＬＴＥシステムにおいて使用される動作であ
る。ＳＰＳでは、ｅＮＢは、無線リソースのあらかじめ定義されたセットを、２０ｍｓな
どの一定の間隔でＶｏＩＰユーザに割り当てる。この間隔のために、ＵＥは、送信時間間
隔（ＴＴＩ：transmission time interval）ごとにリソースを要求する必要がないことに
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なり、これは制御オーバーヘッドを節約する。このタイプのスケジューリングは、ｅＮＢ
が、リンク適応または他のファクタのために必要な場合にリソース割振りタイプまたはロ
ケーションを変更し得るという点で、半永続的である。
【００６３】
　[0071]ＬＴＥシステムの場合、ＳＰＳは、１次ＣＣに制限され、他の２次ＣＣのために
使用されない。無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開では、ＳＤＬおよび／
またはＣＡモードにおいてＳＰＳのために認可キャリアが使用され得る。しかしながら、
無認可スペクトルＳＡモードを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、頼るべき認可キャリアが
ない。したがって、ＶｏＩＰアプリケーションにおける音声品質、またはリアルタイムビ
デオアプリケーションにおけるビデオ品質などの、周期データアプリケーションの品質お
よびエクスペリエンスは、ＳＡモードにおいてチャネルアクセスがほぼ同じ周期性で取得
されない場合、劣化し得る。本開示の様々な態様において提供される、異なるＣＣにわた
って共有される共通ＨＡＲＱプロセスを使用して、送信機は、ＣＣのうちの少なくとも１
つの成功したチャネルアクセスを取得する見込みを著しく改善し得る。リソースの同じセ
ットを使用し、同じデータを異なるＣＣ上で送信することによって、データのソフト合成
がＣＣにわたって可能にされた、無認可スペクトルＳＡモードを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａにおいて、そのようなアプリケーションの動作における著しい改善があり得る。したが
って、共通ＨＡＲＱプロセスの適用は、無認可スペクトルＳＡを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ展開のためにＳＰＳを利用可能にし得、また、ＳＤＬまたはＣＡモードにおいて、Ｖｏ
ＩＰ呼またはリアルタイムビデオなどの周期データアプリケーション通信を無認可帯域に
一時的にオフロードするために使用され得る。
【００６４】
　[0072]現在、各ダウンリンクコンポーネントキャリアは８つのＨＡＲＱプロセスを使用
する。特定のＨＡＲＱプロセスは、ＰＤＣＣＨ中に含まれる許可中で３ビットＨＡＲＱプ
ロセスインジケータによって示される。既存のＨＡＲＱプロセス構成への、本開示の様々
な態様による共通ＨＡＲＱプロセスの適応は、いくつかの異なる方法で実装され得る。Ｈ
ＡＲＱプロセス空間は共通セットとプライベートセットとに分割され得る。たとえば、既
存の８つのＨＡＲＱプロセスは、各ＣＣのための６つのプライベートＨＡＲＱプロセスと
、いくつかの（あらかじめ定義された）ＣＣにわたって共有される２つの共通ＨＡＲＱプ
ロセスとに分割され得る。他のオプションは、各ＣＣのための４つのプライベートＨＡＲ
Ｑプロセスと、複数のＣＣにわたって共有される４つの共通ＨＡＲＱプロセスとを与える
ことができる。共通ＨＡＲＱプロセスを共有するキャリアの様々なセットと、ＵＥがこれ
らのキャリアにアクセスすべき順序とは、ｅＮＢからの無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリング中で示され得る。したがって、ＵＥは、どのＣＣが共通ＨＡＲＱプロセスを共有
するかを知ることになり、予想されるまたはより優先度の高いＣＣ上でデータが送信され
ない場合に、送信されたデータを取り出すためにアクセスすべきＣＣの順序を知ることに
なる。
【００６５】
　[0073]本開示の追加の態様はまた、より多くの共通ＨＡＲＱプロセスに対応するために
、ＨＡＲＱプロセスインジケータにビットを追加し得る。たとえば、インジケータ中のビ
ット数を増加させることによって、８つのプライベートＨＡＲＱプロセスが各ＣＣのため
に定義され得、４つの追加の共通ＨＡＲＱプロセスが複数のＣＣにわたって共有される。
共通ＨＡＲＱプロセスに関連するＨＡＲＱインジケータのうちの１つが使用されるとき、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／または再送信はＣＣのうちの２つ以上の上でＵＥによって予想
され得る。再送信の場合、新規データインジケータ（ＮＤＩ：new data indicator）ビッ
トは、新しいデータがないことを示すように設定されるであろう。この共通ＨＡＲＱイン
ジケータを受信することによって、ＵＥは、どのＣＣがＨＡＲＱプロセスを共有するかを
知り、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／または再送信について各ＣＣを検査するためのシーケン
スを知ることになる。
【００６６】
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　[0074]共通ＨＡＲＱプロセスはまた、ＵＥにおいてアップリンクに適用可能であり得る
。無認可スペクトル上でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信の場合、ＵＥも、チャネ
ルアクセスを取得するためにＣＣＡを実行する。ＵＥがクリアなＣＣＡを取得しない場合
、ＵＥはアップリンクサブフレームのいずれにもアクセスすることができない。本開示の
様々な態様は、ＵＥが第１のＣＣ上でクリアなＣＣＡを検出しないので、そのＣＣ上での
アップリンク送信が失敗したときに、ＵＥが、他のＣＣ上でアップリンクデータを送信す
るために、複数のＣＣにわたる共通ＨＡＲＱ空間を使用することを提供する。この共有共
通ＨＡＲＱ空間動作は、一般に、４つのアップリンクサブフレームにわたってＶｏＩＰト
ラフィックをバンドルする、ＶｏＩＰなどの周期データアプリケーションにおけるアップ
リンク送信の送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングにも適用され得る。したがって、ＵＥ
が、次のＴＴＩ中で成功したＣＣＡをもつチャネルアクセスを取得しない場合、共通ＨＡ
ＲＱ空間の適用は、ＵＥが音声データをバンドルするために他のＣＣを使用することを可
能にする。この共有共通ＨＡＲＱ動作は、無認可スペクトルを用いる様々なＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ展開の無認可スペクトル上での送信において著しい遅延が発生するのを防ぐ。
【００６７】
　[0075]図７Ａおよび図７Ｂは、本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブ
ロックを示す機能ブロック図である。ブロック７００において、無認可スペクトル中の少
なくとも２つのコンポーネントキャリアを使用する通信のために構成された基地局が、共
通ＨＡＲＱプロセス空間を共有するために、２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコン
ポーネントキャリアをグループ化する。２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポー
ネントキャリアは、基地局との通信のために割り当てられたコンポーネントキャリアのす
べての一部分にすぎないことがある。他のコンポーネントキャリアのうちのいくつかは、
いくつかの態様では、認可スペクトル中のコンポーネントキャリアを含み得る。
【００６８】
　[0076]ブロック７０１において、基地局は、２つまたはそれ以上のグループ化された無
認可スペクトルコンポーネントキャリアの各々のＣＣＡ検査を実行する。ブロック７０２
において、基地局は、ＣＣＡ検査をクリアしたグループ化された無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリンクデータを送信する。ＣＣＡ検
査をクリアしなかったコンポーネントキャリアについて、送信は少なくとも１０ｍｓの間
中断される。ダウンリンク通信のＵＥ側で、ＵＥは、同じ共通ＨＡＲＱプロセス空間を共
有するためにグループ化された２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリアの識別情報を受信する。したがって、基地局は、次いで、ブロック７０２において
ＣＣＡクリア無認可コンポーネントキャリア上でダウンリンクデータを送信し、ＵＥは、
ブロック７０５において、無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別されたグルー
プ上でダウンリンクデータの受信を検出する。
【００６９】
　[0077]ブロック７０６において、ＵＥは、それが、識別された無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリア上でデータを検出したか否かに応答して、共通ＨＡＲＱプロセス空間を
共有する同じ識別された無認可スペクトルコンポーネントキャリアを使用して、共通ＨＡ
ＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を基地局に送信する。ＵＥによる
この応答は、前のアップリンクデータの再送信または新しいアップリンクデータの新しい
送信を含み得、あるいはそれはＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはチャネル品質情報をも含み得る。
ブロック７０３において、基地局は、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有する２つまたはそ
れ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用してＨ
ＡＲＱプロセス応答情報を受信する。基地局は、次いで、このＨＡＲＱプロセス応答情報
がＡＣＫであるのかＮＡＣＫであるのかに応じてそれへの応答を与え得る。
【００７０】
　[0078]図８Ａおよび図８Ｂは、本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブ
ロックを示す機能ブロック図である。ブロック８００において、無認可スペクトル中の少
なくとも２つのコンポーネントキャリアを使用する、無認可スペクトルを用いるＬＴＥ／
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ＬＴＥ－Ａ展開における通信を実行するために構成されたＵＥが、共通ＨＡＲＱプロセス
空間を共有するためにサービング基地局によってグループ化された２つまたはそれ以上の
無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信する。無認可スペクトルを用
いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開は、ＳＤＬまたはＣＡモード展開においてなど、割り当てら
れたコンポーネントキャリアのうちのいくつかは認可であり、他のコンポーネントキャリ
アは無認可であるように、認可スペクトル中で動作するコンポーネントキャリアをも含み
得るか、または、ＳＡモード展開においてなど、無認可コンポーネントキャリアのみを含
み得る。ブロック８００においてＵＥによって受信された識別情報は、ブロック８０４に
おいてサービング基地局によって行われた無認可スペクトルコンポーネントキャリアのグ
ループ化から発生する。
【００７１】
　[0079]ブロック８０１において、ＵＥは、アップリンク情報の送信のために２つまたは
それ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各々についてＣＣＡ検査を実行す
る。ブロック８０２において、ＵＥは、ＣＣＡ検査をクリアした２つまたはそれ以上の無
認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータ
を送信する。このアップリンク通信の基地局側で、ブロック８０５において、基地局は、
アップリンクデータがＵＥによって送られた２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコン
ポーネントキャリアのうちのいずれか上でアップリンクデータの受信を検出する。ブロッ
ク８０６において、基地局は、基地局がアップリンクデータの受信を正常に検出したか否
かに応じて、共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信する
。基地局は、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有する２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの同じキャリアがＣＣＡ検査を正常にパスした場合、そ
れらのキャリアを使用してこのＨＡＲＱプロセス応答情報を送信する。ブロック８０３に
おいて、ＵＥは、共通ＨＡＲＱプロセス空間を共有する２つまたはそれ以上の無認可スペ
クトルコンポーネントキャリアを使用して基地局からＨＡＲＱプロセス応答情報を受信す
る。ＵＥは、次いで、受信されなかったアップリンクデータを再送信することによって、
または基地局が前の送信を正常に受信した後にアップリンクデータの次のセットを送信す
ることによって、ＨＡＲＱプロセス応答情報に相応に応答し得る。
【００７２】
　[0080]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００７３】
　[0081]図７Ａ、図７Ｂ、図８Ａ、および図８Ｂの機能ブロックおよびモジュールは、プ
ロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリ、ソ
フトウェアコード、ファームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得る
。
【００７４】
　[0082]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして
実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実
装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。当業者は
また、本明細書で説明した構成要素、方法、または相互作用の順序あるいは組合せは例に
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すぎないこと、および本開示の様々な態様の構成要素、方法、または相互作用は、本明細
書で例示し、説明したもの以外の方法で組み合わせられるかまたは実行され得ることを容
易に認識されよう。
【００７５】
　[0083]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【００７６】
　[0084]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと一体であり得る
。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐
し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として
常駐し得る。
【００７７】
　[0085]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。コンピュータ可読記憶媒
体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であ
り得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージ
または他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプロ
グラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュー
タ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備
えることができる。また、接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはデジタル
加入者線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、またはその他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはＤＳ
Ｌは、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（di
sc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）
、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録
商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、デ
ィスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレー
ザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべき
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である。
【００７８】
　[0086]特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中
で使用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１
つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが
採用され得ることを意味する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを
含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合
せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがあ
る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも
１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢ
ＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【００７９】
　[0087]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるようにするために提供したものである。本開示への様々な修正は当業者には
容易に明らかになり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱
することなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した
例および設計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合
致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために
、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化することと
、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリンクデータを送信するこ
とと、
　前記送信することに応答して、前記基地局が、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連す
るＨＡＲＱプロセス応答情報を受信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　　［Ｃ２］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記基地局が、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアを
使用して前記応答を送信することと
をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記応答が、前記ダウンリンクデータの再送信または新しいダウンリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記送信することは、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記基地局が、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可ス
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ペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信する
ことと
を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信することをさらに含み、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプ
ロセス構成は、少なくとも、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネント
キャリアの識別情報と、前記１つまたは複数のＵＥが前記ダウンリンクデータを受信する
ために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアにアクセスす
るための優先度シーケンスとを含む、
Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　全ＨＡＲＱプロセス空間を、前記複数のコンポーネントキャリアの各々のためのプライ
ベートＨＡＲＱプロセス空間と、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアによって共有される前記共通ＨＡＲＱプロセス空間とに分割すること
をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記共通ＨＡＲＱプロセス空間が複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間を含み、ここにおい
て、前記複数のコンポーネントキャリアの各々が前記複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間の
うちの１つまたは複数に割り当てられる、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局との
通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、
　前記ＵＥが、前記識別情報の前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出することと、
　前記検出することに応答して、前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそ
れ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して、
前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記ダウンリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ９に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記送信することは、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送
信することと
を含む、Ｃ９に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記ＵＥにおいて前記サービング基地局から、前記ＵＥが前記ダウンリンクデータの受
信を検出するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
にアクセスするための優先度シーケンスを受信することをさらに含み、ここにおいて、受
信を前記検出することが、前記ダウンリンクデータを検出するために前記優先度シーケン
スに従って前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの
前記少なくとも１つにアクセスすることを含む、
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Ｃ９に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記検出することの間に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記ダウンリンクデータを識
別すること
をさらに含む、Ｃ９に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局との
通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信すること
と、
　前記送信することに応答して、前記ＵＥが、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連する
ＨＡＲＱプロセス応答情報を受信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記ＵＥが、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコン
ポーネントキャリアを使用して前記応答を送信することと
をさらに含む、Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記応答が、前記アップリンクデータの再送信または新しいアップリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記応答が肯定応答情報とチャネル品質情報とを含む、Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記応答を前記送信することは、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペ
クトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信するこ
とと
を含む、Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために
、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化することと
、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
うちの少なくとも１つ上でユーザ機器（ＵＥ）からのアップリンクデータの受信を検出す
ることと、
　前記検出することに応答して、前記基地局が前記ＵＥに、前記共通ＨＡＲＱプロセス空
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間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱ
プロセス応答情報は、前記アップリンクデータ受信がそれの上で検出された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用し
て送信される、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記アップリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ２０に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を前記送信することは、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を
送信することと
を含む、Ｃ２０に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記検出することの間に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記アップリンクデータを識
別すること
をさらに含む、Ｃ２０に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために
、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化するための
手段と、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行するための手段と、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリンクデータを送信するた
めの手段と、
　送信するための前記手段に応答して、前記基地局が、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に
関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ２５］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記基地局が、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成するための手段と、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアを
使用して前記応答を送信するための手段と
をさらに含む、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記応答が、前記ダウンリンクデータの再送信または新しいダウンリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記応答を送信するための前記手段は、
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　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々の後続のＣＣＡ検査を実行するための手段と、
　前記基地局が、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可ス
ペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信する
ための手段と
を含む、Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信するための手段をさらに含み、ここにおいて、前記ＨＡ
ＲＱプロセス構成は、少なくとも、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポー
ネントキャリアの識別情報と、前記１つまたは複数のＵＥが前記ダウンリンクデータを受
信するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアにアク
セスするための優先度シーケンスとを含む、
Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　全ＨＡＲＱプロセス空間を、前記複数のコンポーネントキャリアの各々のためのプライ
ベートＨＡＲＱプロセス空間と、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアによって共有される前記共通ＨＡＲＱプロセス空間とに分割するための手段
をさらに含む、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３１］
　前記共通ＨＡＲＱプロセス空間が複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間を含み、ここにおい
て、前記複数のコンポーネントキャリアの各々が前記複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間の
うちの１つまたは複数に割り当てられる、Ｃ３０に記載の装置。
　　［Ｃ３２］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局との
通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信するための手段と、
　前記ＵＥが、前記識別情報の前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出するための手段
と、
　検出するための前記手段に応答して、前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つま
たはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用
して、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信するた
めの手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３３］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記ダウンリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　送信するための前記手段は、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行するための手段と、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送
信するための手段と
を含む、Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
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　前記ＵＥにおいて前記サービング基地局から、前記ＵＥが前記ダウンリンクデータの受
信を検出するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
にアクセスするための優先度シーケンスを受信するための手段をさらに含み、ここにおい
て、受信を検出するための前記手段が、前記ダウンリンクデータを検出するために前記優
先度シーケンスに従って前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャ
リアのうちの前記少なくとも１つにアクセスするための手段を含む、
Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　検出するための前記手段の実行中に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記ダウンリンク
データを識別するための手段
をさらに含む、Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局との
通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信するための手段と、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行するための手段と、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信するため
の手段と、
　送信するための前記手段に応答して、前記ＵＥが、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関
連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３８］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記ＵＥが、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成するための手段と、
　前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコン
ポーネントキャリアを使用して前記応答を送信するための手段と
をさらに含む、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　前記応答が、前記アップリンクデータの再送信または新しいアップリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４１］
　前記応答が肯定応答情報とチャネル品質情報とを含む、Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４２］
　前記応答を送信するための前記手段は、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々の後続のＣＣＡ検査を実行するための手段と、
　前記ＵＥが、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペ
クトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信するた
めの手段と
を含む、Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４３］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
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　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために
、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化するための
手段と、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
うちの少なくとも１つ上でユーザ機器（ＵＥ）からのアップリンクデータの受信を検出す
るための手段と、
　検出するための前記手段に応答して、前記基地局が前記ＵＥに、前記共通ＨＡＲＱプロ
セス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信するための手段と、ここにおいて、
前記ＨＡＲＱプロセス応答情報は、前記アップリンクデータ受信がそれの上で検出された
前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの少なくとも
１つを使用して送信される、
を備える、装置。
　　［Ｃ４４］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記アップリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送信するための前記手段は、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行するための手段と、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を
送信するための手段と
を含む、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４６］
　検出するための前記手段の実行中に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記アップリンク
データを識別するための手段
をさらに含む、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために
、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化することを
コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することを前記コンピュータに行わ
せるためのプログラムコードと、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリンクデータを送信するこ
とを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　送信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードの実行に応答
して、前記基地局が、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情
報を受信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ４８］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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　　［Ｃ４９］
　前記基地局が、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアを
使用して前記応答を送信することと
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ４７に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５０］
　前記応答が、前記ダウンリンクデータの再送信または新しいダウンリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ４９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５１］
　送信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードは、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記基地局が、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可ス
ペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信する
ことと
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含む、Ｃ４９に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５２］
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラ
ムコードをさらに含み、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセス構成は、少なくとも、前記
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報と、前記１つ
または複数のＵＥが前記ダウンリンクデータを受信するために前記２つまたはそれ以上の
無認可スペクトルコンポーネントキャリアにアクセスするための優先度シーケンスとを含
む、
Ｃ４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５３］
　全ＨＡＲＱプロセス空間を、前記複数のコンポーネントキャリアの各々のためのプライ
ベートＨＡＲＱプロセス空間と、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアによって共有される前記共通ＨＡＲＱプロセス空間とに分割すること
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ４７に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５４］
　前記共通ＨＡＲＱプロセス空間が複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間を含み、ここにおい
て、前記複数のコンポーネントキャリアの各々が前記複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間の
うちの１つまたは複数に割り当てられる、Ｃ５３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
　　［Ｃ５５］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局との
通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することをコンピュータに
行わせるためのプログラムコードと、
　前記ＵＥが、前記識別情報の前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネン
トキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出することを前記
コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　検出することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードの実行に応答
して、前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
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コンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して、前記共通ＨＡＲＱプロセス
空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することを前記コンピュータに行わせる
ためのプログラムコードと
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５６］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記ダウンリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ５５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５７］
　送信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードは、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送
信することと
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含む、Ｃ５５に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５８］
　前記ＵＥにおいて前記サービング基地局から、前記ＵＥが前記ダウンリンクデータの受
信を検出するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
にアクセスするための優先度シーケンスを受信することを前記コンピュータに行わせるた
めのプログラムコードをさらに含み、ここにおいて、受信を検出することを前記コンピュ
ータに行わせるための前記プログラムコードが、前記ダウンリンクデータを検出するため
に前記優先度シーケンスに従って前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアのうちの前記少なくとも１つにアクセスすることを前記コンピュータに行わ
せるためのプログラムコードを含む、
Ｃ５５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５９］
　検出することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードの実行中に前
記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア上で受信されたデータ
をソフト合成することによって前記ダウンリンクデータを識別すること
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ５５に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６０］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局との
通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以上
の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することをコンピュータに
行わせるためのプログラムコードと、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することを前記コンピュータに行わせ
るためのプログラムコードと、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信すること
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　送信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードの実行に応答
して、前記ＵＥが、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報
を受信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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　　［Ｃ６１］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ６０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６２］
　前記ＵＥが、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコン
ポーネントキャリアを使用して前記応答を送信することと
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ６０に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６３］
　前記応答が、前記アップリンクデータの再送信または新しいアップリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ６２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６４］
　前記応答が肯定応答情報とチャネル品質情報とを含む、Ｃ６２に記載の非一時的コンピ
ュータ可読媒体。
　　［Ｃ６５］
　前記応答を送信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードは
、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペ
クトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信するこ
とと
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含む、Ｃ６２に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６６］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するために
、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの
２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化することを
コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
うちの少なくとも１つ上でユーザ機器（ＵＥ）からのアップリンクデータの受信を検出す
ることを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　検出することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードの実行に応答
して、前記基地局が前記ＵＥに、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロ
セス応答情報を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報は、前記アップリンクデータ受信がそれの
上で検出された前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのう
ちの少なくとも１つを使用して送信される、
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６７］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記アップリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ６６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６８］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することを前記コンピュータに行わせるための前
記プログラムコードは、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
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各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を
送信することと
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含む、Ｃ６６に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６９］
　前記検出することの間に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記アップリンクデータを識
別すること
を前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ６６に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ７０］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するため
に、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうち
の２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化すること
と、
　　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
の各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペク
トルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でダウンリンクデータを送信する
ことと、
　　送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成の実行に応答して、前記基地
局が、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信するこ
とと
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ７１］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ７０に記載の装置。
　　［Ｃ７２］
　前記基地局が、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアを
使用して前記応答を送信することと
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７０に記載の装置
。
　　［Ｃ７３］
　前記応答が、前記ダウンリンクデータの再送信または新しいダウンリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ７２に記載の装置。
　　［Ｃ７４］
　送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記基地局が、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可ス
ペクトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信する
ことと
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を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、Ｃ７２に記載の装置。
　　［Ｃ７５］
　前記基地局が、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）にＨＡＲＱプロセス構成を送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさ
らに含み、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセス構成は、少なくとも、前記２つまたはそ
れ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報と、前記１つまたは複数の
ＵＥが前記ダウンリンクデータを受信するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペク
トルコンポーネントキャリアにアクセスするための優先度シーケンスとを含む、
Ｃ７０に記載の装置。
　　［Ｃ７６］
　全ＨＡＲＱプロセス空間を、前記複数のコンポーネントキャリアの各々のためのプライ
ベートＨＡＲＱプロセス空間と、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアによって共有される前記共通ＨＡＲＱプロセス空間とに分割すること
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７０に記載の装置
。
　　［Ｃ７７］
　前記共通ＨＡＲＱプロセス空間が複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間を含み、ここにおい
て、前記複数のコンポーネントキャリアの各々が前記複数の共通ＨＡＲＱプロセス空間の
うちの１つまたは複数に割り当てられる、Ｃ７６に記載の装置。
　　［Ｃ７８］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求
（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局と
の通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以
上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、
　　前記ＵＥが、前記識別情報の前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアのうちの少なくとも１つ上でダウンリンクデータの受信を検出することと、
　　検出するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成の実行に応答して、前記
ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネ
ントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連
するＨＡＲＱプロセス応答情報を送信することと
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ７９］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記ダウンリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記ダウンリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ７８に記載の装置。
　　［Ｃ８０］
　送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトル
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送
信することと
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、Ｃ７８に記載の装置。
　　［Ｃ８１］
　前記ＵＥにおいて前記サービング基地局から、前記ＵＥが前記ダウンリンクデータの受
信を検出するために前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
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にアクセスするための優先度シーケンスを受信するための前記少なくとも１つのプロセッ
サの構成をさらに含み、ここにおいて、受信を検出するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、前記ダウンリンクデータを検出するために前記優先度シーケンスに
従って前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記
少なくとも１つにアクセスするための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、
Ｃ７８に記載の装置。
　　［Ｃ８２］
　検出するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成の実行中に前記２つまたは
それ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア上で受信されたデータをソフト合成
することによって前記ダウンリンクデータを識別すること
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７８に記載の装置
。
　　［Ｃ８３］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）においてサービング基地局から、共通ハイブリッド自動再送要求
（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するためにグループ化された、前記サービング基地局と
の通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうちの２つまたはそれ以
上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの識別情報を受信することと、
　　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　　前記ＵＥが、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上でアップリンクデータを送信するこ
とと、
　　送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成の実行に応答して、前記ＵＥ
が、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情報を受信すること
と
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ８４］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータが送信された前記２つまた
はそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアのうちの前記１つまたは複数上で
受信される、Ｃ８３に記載の装置。
　　［Ｃ８５］
　前記ＵＥが、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報への応答を生成することと、
　前記ＵＥが前記サービング基地局に、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコン
ポーネントキャリアを使用して前記応答を送信することと
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ８３に記載の装置
。
　　［Ｃ８６］
　前記応答が、前記アップリンクデータの再送信または新しいアップリンクデータの新し
い送信のうちの１つを含む、Ｃ８５に記載の装置。
　　［Ｃ８７］
　前記応答が肯定応答情報とチャネル品質情報とを含む、Ｃ８５に記載の装置。
　　［Ｃ８８］
　前記応答を送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　前記ＵＥが、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの各
々の後続のＣＣＡ検査を実行することと、
　前記ＵＥが、前記後続のＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペ
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クトルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数を使用して前記応答を送信するこ
とと
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、Ｃ８５に記載の装置。
　　［Ｃ８９］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局が、共通ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス空間を共有するため
に、前記基地局による通信のために割り当てられた複数のコンポーネントキャリアのうち
の２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアをグループ化すること
と、
　　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリア
のうちの少なくとも１つ上でユーザ機器（ＵＥ）からのアップリンクデータの受信を検出
することと、
　　検出するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成の実行に応答して、前記
基地局が前記ＵＥに、前記共通ＨＡＲＱプロセス空間に関連するＨＡＲＱプロセス応答情
報を送信することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセス応答情報は、前記アップリン
クデータ受信がそれの上で検出された前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポ
ーネントキャリアのうちの少なくとも１つを使用して送信される、
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ９０］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報が、前記アップリンクデータの受信についての肯定応答
、または前記アップリンクデータの失敗した受信についての否定応答のうちの１つを含む
、Ｃ８９に記載の装置。
　　［Ｃ９１］
　前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの前
記構成は、
　前記基地局が、前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキャリアの
各々のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）検査を実行することと、
　前記基地局が、前記ＣＣＡ検査をクリアした前記２つまたはそれ以上の無認可スペクト
ルコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数上で前記ＨＡＲＱプロセス応答情報を
送信することと
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、Ｃ８９に記載の装置。
　　［Ｃ９２］
　前記検出することの間に前記２つまたはそれ以上の無認可スペクトルコンポーネントキ
ャリア上で受信されたデータをソフト合成することによって前記アップリンクデータを識
別すること
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ８９に記載の装置
。
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